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超新星残骸G353-34は南天にある直径 10°ほどの巨大なシェル構造である。この構造は偏波でのみ見えるとい
う特徴を持ち (Testori et al. 2004)、これまで詳細な研究はほとんどなされていない。GMIMS-Southは Parkes
望遠鏡を用いた広帯域南天偏波サーベイ計画である (Wolleben et al. 2009)。単一鏡を用いるため広がった構造
に感度がありG353-34の観測に適しており、300-1800 MHzという広周波数帯域での観測であることからファラ
デートモグラフィー (以下、トモグラフィー) 解析に適している。今回はParkesによる S帯偏波サーベイ S-PASS
(Carretti et al. 2019) も組み合わせることで、300-2400MHzという超広帯域データを用いてG353-34のトモグラ
フィー解析を行った。GMIMSは現在も進行中の計画であり、今回用いたデータには周波数空間においてデータ
が存在しない領域 (周波数ギャップ) が広く存在するため、従来のトモグラフィー解析法は一般に適用できない。
本研究ではQU-fittingと呼ばれるモデルフィッティング法を大規模に適用することで、大きな周波数ギャップの
あるデータについてトモグラフィー解析を実現化した。結果として構造に付随する磁場に観測者を向いた一様な
成分があることがわかった。本講演では、GMIMS、G353-34、ファラデートモグラフィーの概要と、G353-34に
付随する磁場構造、さらには本結果を用いた天の川大スケール磁場モデルの制限などについて報告する。


